
■
企
業
に
つ
い
て

　
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
テ
ッ
ク
シ
ン
セ
イ

は
、
１
９
８
０
年
創
業
の
米
沢
市
に
あ

る
情
報
通
信
機
器
の
製
造
会
社
で
す
。

主
な
生
産
品
目
は
企
業
向
け
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
や
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
向
け
の
記

憶
装
置
な
ど
で
す
。
近
年
は
他
分
野
へ

の
参
入
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
半
導
体
や

有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
製
造
装
置
も
生
産
し

て
い
ま
す
。

■
絆
の
森
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
約
８
年
前
か
ら
情
報
通
信
機
器
を
製

造
す
る
た
め
の
生
産
技
術
や
品
質
管
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
地
域
ら
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
開
発

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
そ
の
事
業

で
は
置
賜
地
方
の
資
源
の
一
つ
で
あ
る
広

葉
樹
を
使
っ
てM

O
K

U
LO

C
K

 （
も
く

ロ
ッ
ク
）と
い
う
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
の

製
造
・
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
木
製

玩
具
の
商
品
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

木
材
を
消
費
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

然
の
資
源
も
生
産
す
る
側
と
し
て
携
わ

り
た
い
と
考
え
、
森
づ
く
り
活
動
に
も

関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て

　
活
動
当
初
は
、
下
刈
り
や
、
植
樹
の

方
法
を
山
形
県
や
南
陽
市
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
手
探
り
の
状
態
で
森
づ
く

り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

自
社
で
春
、
秋
の
下
刈
り
や
、
植
樹
な

ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
南
陽
市
と
年
間

を
通
し
て
継
続
的
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
小
学
生
の

学
年
行
事
と
し
て
、
下
刈
り
体
験
を
３

年
間
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
２

０
２
０
年
は
南
陽
高
校
の
２
年
生
の
職

業
体
験
を
兼
ね
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
一
環
と
し
て
、
枯
れ
木
の
伐
倒
や
植
樹

体
験
、
木
育
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に

M
O

K
U

LO
C

K

を
活
用
し
た
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
、
木
製
ス
プ
ー
ン
作
り
な
ど
の

活
動
が
で
き
ま
し
た
。

■
今
後
に
つ
い
て
　
な
ど

　
既
存
の
事
業
活
動
と
森
づ
く
り
活
動

を
比
較
す
る
と
、
短
期
間（
１
年
後
、
３

年
後
）で
成
果
を
期
待
す
る
の
は
難
し
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
自
然
が

成
長
す
る
ペ
ー
ス
を
身
近
に
感
じ
る
事

で
、
企
業
で
の
人
材
が
成
長
す
る
ペ
ー

ス
と
同
じ
よ
う
な
時
間
感
覚
に
近
い
、

と
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
会
社
が
繋
が

る
場
、
地
域
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
育
む

場
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
森
づ
く
り
活

動
を
通
し
て
、
小
学
生
、
高
校
生
の
皆

さ
ん
が
体
験
し
た
こ
と
を
、
10
年
後
や

20
年
後
に
親
の
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
、

美
し
く
な
っ
た
森（
十
分
一
山
）を
眺
め
な

が
ら
思
い
出
を
子
ど
も
に
伝
え
て
い
る

姿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

株式会社 ニューテックシンセイ 編

主に人工林のスギなどを利用しています 地球温暖化の防止に貢献します

抽選で㈱ニューテックシンセイから提供の
「MOKULOCK24ピースセット」を10名様にプレゼント。
詳しくはP.11をご覧ください。

読者
プレゼント企業などと森林所有者と県との三者協定による森づくり活動。

令和3年1月末現在、38企業・団体、34箇所で活動を展開中。

安全のため、ハチを捕獲する
トラップの設置

株式会社ニューテックシンセイ
社長　桒原　晃さん

南陽高校の生徒との植樹 もくロックを活用したストラップのイメージ

Series Plan なぜ？なに？やま・もり Series Plan 企業だって森づくり♪

山や森についてもっと知ろう！

木の家は…

※山形県では「やまがた緑環境税」を活用して、手入れの遅れた森林を整備しています。

出典：「平成30年度　森林・林業白書」（林野庁）（https://www.rinya.maff.go.jp）を加工して作成

なぜ
なに

やま　もりやま　もり

？

？

木の家は地球を守る？

木材を積極的に使用することで、地球温暖化防止に貢献します。

1 2

　木の家は地球の温暖化防止に貢献しています。
　森の樹木は光合成により、大気中の二酸化炭素（CO2）を吸収し、酸素を発生させな
がら炭素（C）を固定し、成長します。木の重さの約半分が炭素と言われていますので、
その量は相当なものです。つまり木で家を建てることは、街にもうひとつの森をつくり、
大気中の二酸化炭素を減らすことと同じなのです。

木の家に使われるスギなどの木材は、伐っ
て、使って、植えて、育てる資源循環サイ
クルの中で生産されるため、伐ったら植え
るということを続けていく限り、資源の枯
渇を招くことはありません。

若い森林はたくさんのCO2を吸収しますが、
年を取るにつれて吸収量が減ってきます。人
工林では、植えてから50～60年で伐って、
新しい木を植えることで森林の若返りが進
み、CO2の吸収量が元に戻ります。

広
が
る
木
材
の
利
用
！

炭
素
の
固
定

き
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